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6.雨天時浸入水の評価方法 

6.1 浸入率評価 

(1) ガイドラインに、発生源対策の目安として、

浸入率(日最大 0.3％、時間最大 0.1％)が示さ

れた。浸入率とは、雨天時浸入水高(雨天時

浸入水量／引受整備面積)／降水高 (降雨量

mm)のこと 

(2) 引受整備面積さえ把握できれば、雨天時浸入

水量の降雨量比から浸入率を計算できるの

で、たとえば 0.3(0.1)％基準の区分表を設け

てランク付けを行い、ハザードマップに展開

することが可能になった 

(3) 雨天時浸入水量(雨天時流量－晴天時平均流

量)は、晴天時流量のばらつき(平日・土曜・

祝祭日)の影響のため厳密なものではない 

(4) 降雨 30mm を超えるような雨天時流量は、

インバートを超え、満管や滞留を生じ、計測

精度が低下する場合がある 

(5) 処理場過負荷対策である管内貯留や、溢水回

避のためのポンプ・ゲート操作が見られるケ

ースでは、流量計測値そのものが、計測目

的にそぐわない 

(6) 統計処理にこだわって、いたずらにデータ

を数多くとるのも不経済である。その部分

は本来モニタリングが担うべきであり、調

査では概算と割り切って、計測数や降雨量

の範囲を限定することが実務に適う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

浸入率ランク表の例 

ランク 良好 C B A AA 

日最大 ≦0.15 ≦0.3 ≦0.6 ≦1.2 ＞1.2 

時間最大 ≦0.05 ≦0.1 ≦0.2 ≦0.4 ＞0.4 

色別      

※数値は％(雨天時浸入水量／降雨量) 

雨水浸入率マップの表示例(検討見本) 
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6.2 原単位評価 

(1) 「分流式下水道における雨天時浸入水対策

計画策定マニュアル(下水道新技術推進機構)」

に、｢原単位方式による簡易評価手法」とし

て掲載されている 

(2) この手法は、晴天日平均流量から、調査期間

中の時間最小流量の日換算値を常時浸入地

下水量として差し引いた基礎汚水量(日量)を

基準に、雨天時浸入水量比率を評価するもの 

(3) 晴天日平均流量は、平日・土曜・祝祭日ごと

に計算し、同じ区分で雨天時浸入水量を計算

した。また降雨グループ毎に計算し、日また

ぎによる誤差を無くした 

(4) 雨天時浸入水を雨水混入比1.5、常時浸入水

を基礎汚水量比 0.2 目安でランクを評価し、

整備面積当たりの単位量で順位を評価し、ラ

ンクと順位、絶対量を組み合わせてパレート

分析をおこなう 

(5) 弊社はマニュアル作成に参加し、この手法を

まとめた 

 

 

6.3 雨水混入比評価 

(1) 同マニュアルに、雨天時増水対策の施設対策

と運転管理とを区分する目安として、計画処

理量が持つ余裕として雨水混入比(雨天時日

最大流量/晴天時日平均流量) 1.5 が掲載され

ている 

(2) 雨水混入率 1.5 を基準に、雨天時増水対雨天

時浸入水のランク評価や順位評価を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

雨水混入比ランク表の例 

ランク 良好 C B A AA 

時間最大 ≦1.25 ≦1.5 ≦2.0 ≦3.0 ＞3.0 

対策区分 運転管理 施設対策 

色別      

※数値は％(雨天時日最大流量／晴天時日平均流量) 

原単位評価ランク表の例 

ランク 良好 C B A AA 

雨水浸入 ≦23 ≦55 ≦110 ≦220 ＞220 

常時浸入 ≦5 ≦10 ≦20 ≦40 ＞80 

色別      

※数値は晴天日平均流量を110 とした値 

累積（パレート）評価 

原単位関係図 
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おわりに 

なぜ雨天時浸入水は減らないの？  

(1) 排水設備は私有が大半であるため、住民からの

「直せない・直さない」問題の解決は自治体にと

って非常に悩ましく、この発生源対策自体が補助

制度を活用しても困難なことが知られている  

(2) 雨天時浸入地下水は、対策後に他の箇所から新た

に発生するケースを数多く経験している 

(3) 晴天の TV カメラ調査では、常時浸入地下水しか

把握できない。とくに渇水期の調査では、常時浸

入地下水ですら限定的にしか把握できない 

(4) 下水道施設の水密性が確保できれば、地下水(常時

浸入地下水+雨天時浸入地下水)はなくなるので、

水密性試験と対策で対応できそうだが、水密性不

良個所>>浸入箇所なので、雨天時浸入水対策と

しては不経済なため、普及していない 

(5) 雨天時の地下水位上昇により、(3)で把握しきれな

い箇所から TV カメラ調査で特定した浸入水箇所

以外から浸入水が発生する 

(6) 本管だけを更生する施設対策だけでは、取付管部

分から新たに雨天時浸入地下水が発生する可能

性が高いことが知られている 

(7) 経験に照らせば、当初対策を無駄だったと考えず、

雨天時地下水位を含む追跡調査に基づいて、追加

対策をすることが有効であると考える 

(8) 浸入水ではない不明水の対策が十分ではない 

 露天洗い場など広い面積の外流し流入 

 庭池越流水や冷却排水の汚水系放流 

 使用地下水の無届け他企業排水 

 事業排水や工事排水の無届け他企業排水 

 ため池・用水路等からのバイパス接続 

 水道漏水を原因とする浸入水 

 

  

ペンタフの現在進行形  

(1) ポータブル WEB 監視システムの開発 

調査がこれまで抱えていた諸問題を解決す

るために、独自のポータブル WEB 監視シス

テムを開発した 

(2) マンホールステーション・増水監視カメラ開発 

システムの一環として、既設マンホールに調

査のように仮設できるマンホールステーシ

ョンタイプや、水位や流量を計測しながら警

報値に達した間、現場を撮影する増水監視カ

メラを開発した 

(3) 新しい調査形態の提供 

調査または調査の一部を、調査 WEB 監視に

変える方法で、アウトプットをネットワーク

上で展開して、サブスクやデータサービスな

どの新しい形態でお届できるようになった 

(4) JIS 適合型流量計の開発 

開水路流量計の懸案であった、計測精度とコ

ンプライアンス問題を解決するために、JIS

適合型流量計を開発した 

(5) ICT を媒介にした協業ビジネス展開 

雨天時浸入追跡調査などのイベント型フィ

ールド調査では、ICT(情報通信技術)を活用

して、地元企業・コンサルタント・自治体を

結んで、DX(デジタルトランスインフォメー

ション)協業を実現した 

(6) 日本で培った調査技術を世界に 

I/I(不明水対策)の現場から始まったペンタ

フの 30 年。様々な調査や製品・システム開

発を通して、世界に向けた新たなステージへ

向かいます 

以上 

ペンタフの現在進行形は、いつでも HP から 




